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同窓会会長

顧　問

看護学科長

木
々
の
緑
も
濃
く
な
っ
て
、
い
よ
い
よ
夏
本

番
を
迎
え
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
団
塊
の
世
代
真
っ
只
中
な
の
で
す
が
、

そ
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
２
０
２
５

年
を
い
よ
い
よ
目
の
前
に
し
て
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
想
は
進
ん
で
い
ま
す
。我
々

看
護
職
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、
も
は
や
病

院
内
に
と
ど
ま
ら
ず
地
域
・
在
宅
と
い
っ
た

い
わ
ゆ
る
人
々
の
生
活
（
暮
ら
し
）
の
場
で

の
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
、
日
本
に
お
け
る
看
護
職
は
１
６
６
万

人
。
そ
の
中
で
私
た
ち
同
窓
生
５
０
０
０
人

余
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
す
な
わ
ち
、
生
命
の

誕
生
の
場
、
疾
病
予
防
の
場
、
病
気
を
治
療

す
る
場
、
教
育
の
場
、
疾
病
や
障
害
を
持
っ

て
地
域
や
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
場
、
あ
る

い
は
人
生
の
最
後
を
看
取
る
場
、
な
ど
な
ど

で
活
躍
し
て
い
る
こ
と　

そ
し
て
、
こ
の
看
護

と
い
う
仕
事
を
通
し
て
私
た
ち
自
身
も
や
り

が
い
を
高
め
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る

と
な
ん
だ
か
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

７
月
の
総
会
で
は
懐
か
し
い
お
顔
に
お
会

い
し
楽
し
い
ひ
と
時
に
な
り
ま
す
よ
う
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

風
薫
る
爽
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
各
職
場
で
は
新
卒
の
看
護

師
の
皆
様
を
迎
え
活
気
に
満
ち
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。　

秋
山
シ
ス
カ
名
誉
顧
問
は
昨
年
暮
に
お
元
気
に
90
才

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

久
留
米
大
学
も
昨
年
実
り
多
い
創
立
90
周
年
を
迎
え

ら
れ
、
看
護
の
教
育
も
漸
次
充
実
し
て
、
今
で
は
大
学

教
育
と
な
り
ま
し
た
。

先
日
学
科
の
戴
帽
式
の
ご
案
内
を
頂
き
出
席
致
し
ま

し
た
。
戴
帽
式
と
云
う
と
忘
れ
ら
れ
な
い
事
が
あ
り
ま

す
。
看
護
部
勤
務
の
時
、当
時
の
教
務
主
任
の
先
生
か
ら
、

今
戴
帽
式
は
と
り
や
め
る
所
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
病

院
長
の
御
意
向
を
伺
っ
て
欲
し
い
と
の
事
で
し
た
の
で

お
伺
い
し
た
所
、
当
時
の
平
野
病
院
長
は
﹁
大
切
な
節

目
の
行
事
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
﹂
と
強
い
口
調
で
云
わ

れ
、
そ
の
事
を
伝
え
ま
し
た
。

そ
の
後
は
学
生
の
皆
様
の
看
護
へ
の
誓
詞
を
朗
読
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
式
に
参
加
す
る
毎
に
そ
の

事
を
思
い
出
し
、
良
い
形
で
継
続
さ
れ
て
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

看
護
婦
の
名
称
も
、
看
護
の
代
表
、
南
野
千
恵
子
参

議
員
の
先
生
方
の
御
努
力
で﹁
看
護
師
﹂と
な
り
ま
し
た
。

毎
月
協
会
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
機
関
誌
﹁
看
護
﹂
を

読
む
毎
に
看
護
業
務
が
専
門
化
さ
れ
て
き
た
事
に
驚
き
、

喜
び
、
看
護
の
心
を
大
切
に
!!
と
願
っ
て
い
ま
す
。
同

窓
会
で
皆
様
と
お
逢
い
出
来
る
の
を
愉
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

春
に
三
日
の
晴
れ
無
し
の
言
葉
通
り
、

不
安
定
な
日
が
続
き
ま
す
が
、
確
実
に
春

の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
入
学
式
、
戴
帽
式
、
卒
業
式
等
、

催
事
毎
に
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
衷
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
天
皇
陛
下
の
ご
退
位
と
皇
太

子
殿
下
の
ご
即
位
の
皇
位
継
承
が
行
わ
れ
、

日
本
は
新
た
な
幕
開
け
で
す
。
日
本
の
看

護
教
育
も
、
昨
年
日
本
看
護
学
教
育
評
価

機
構
が
設
立
し
、
医
学
、
薬
学
に
続
き
い

よ
い
よ
分
野
別
評
価
の
時
代
に
入
り
ま
す
。

本
学
科
に
お
い
て
は
、
4
月
よ
り
看
護
実

践
力
を
特
性
と
す
る
看
護
系
大
学
の
モ
デ

ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
変
革
の
時

代
に
こ
そ
、
愚
直
に
歴
史
を
継
承
し
な
が

ら
誠
意
を
も
っ
て
看
護
教
育
の
改
善
に
邁

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
同
窓

会
の
皆
様
の
ご
理
解
と
、
ご
指
導
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

佐
藤
　
和
美

　
　
（
Ⅰ
部
２
回
生
）

秦
　
ト
ヨ
子

（
看
護
婦
養
成
所
45
回
生
）

ご 挨 拶

　
　
　

久
留
米
大
学
医
学
部

　
　
　

看
護
学
科　

学
科
長

三
橋
　
睦
子

　
　
（
Ⅰ
部
11
回
生
）

　
　
　

久
留
米
大
学
医
学
部

　
　
　

看
護
学
科　

学
科
長
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久留米大学病院

久留米大学医療センター

久留米大学医療センター

２
０
１
９
年
４
月
１
日
付
け
で
病

院
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
１
９
９
４
年
に
旧
国
立
久
留
米

病
院
よ
り
移
乗
を
受
け
、
久
留
米
大

学
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
院
以
来

25
周
年
を
迎
え
ま
す
。
開
設
以
来
、

皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院

を
目
指
し
﹁
心
が
通
い
、
信
頼
さ
れ

る
医
療
﹂
を
理
念
に
、
患
者
さ
ん
中

心
の
医
療
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
大

学
病
院
と
の
機
能
分
化
の
先
駆
け
と

な
っ
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
は
開
設
20
周
年
を
、
整
形
外

科
・
関
節
外
科
セ
ン
タ
ー
で
は
開
設

10
周
年
を
迎
え
、
人
工
関
節
手
術
は

全
国
で
も
有
数
の
症
例
数
を
誇
り
全

国
各
地
か
ら
患
者
様
が
受
診
さ
れ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
地
域
医
療
機

関
の
先
生
方
と
の
円
滑
な
連
携
と
、

患
者
さ
ん
の
治
療
の
継
続
性
の
確

保
・
医
療
情
報
の
共
有
化
を
図
り
な

が
ら
地
域
医
療
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
多
職
種
協
働

で
﹁
特
色
あ
る
医
療
セ
ン
タ
ー
﹂
と

し
て
チ
ー
ム
医
療
セ
ン
タ
ー
は
進
み

続
け
ま
す
。

平
成
が
終
わ
り
、﹁
ふ
た
ば
﹂
が
皆

さ
ま
の
手
に
届
く
頃
に
は
新
元
号
が
決

定
し
、
記
念
の
幕
開
け
に
様
々
な
想
い

を
抱
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
久
留
米
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

今
年
開
院
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。
現
在

は
関
節
外
科
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
総

合
診
療
科
、
先
進
漢
方
治
療
セ
ン
タ
ー

な
ど
他
大
学
病
院
に
は
な
い
特
色
を
持

ち
、
皆
さ
ま
か
ら
選
ば
れ
る
病
院
づ
く

り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
し
て
看
護
部
は
昨
年
10
月
﹁
看
護

外
来
﹂
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
心
不

全
、
痛
み
、
が
ん
に
関
す
る
こ
と
な
ど

患
者
さ
ん
が
専
門
知
識
の
あ
る
認
定
看

護
師
に
気
軽
に
相
談
が
で
き
る
機
会
を

設
け
ま
し
た
。
ま
た
、﹁
フ
ッ
ト
ケ
ア

看
護
外
来
﹂
で
は
医
師
と
協
働
し
、
資

格
の
あ
る
看
護
師
が
足
に
関
す
る
ケ
ア

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
医
療
セ
ン

タ
ー
は
独
自
の
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
看
護
の
質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導

ご
支
援
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
病
院
長　

大
川
　
孝
浩

看
護
部
長

大
塚
　
ま
り
子

　
　
（
Ⅰ
部
14
回
生
）

初
夏
の
候
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度
、
久
留
米
大
学
病
院
は
病
院

機
能
評
価
を
受
審
い
た
し
ま
し
た
。
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
が
安
心
し
て
医
療
を
享
受
で
き
、

職
員
が
働
き
や
す
く
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る

病
院
を
目
指
し
、
様
々
な
課
題
に
多
職
種
で

協
働
し
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
回
、

症
状
緩
和
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。
周
手
術
期
に
適
切
に
疼
痛
緩
和
を
行
わ

な
い
と
呼
吸
器
、
循
環
器
、
内
分
泌
、
精
神

面
な
ど
様
々
な
悪
影
響
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
院
内
統
一
の

標
準
的
な
疼
痛
評
価
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、﹁
す
べ
て
の
患
者
は
痛
く
な

い
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
①
術
前
に
十
分
な

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
痛
み
の
評
価
やPCA

を

含
む
鎮
痛
方
法
な
ど
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
実
施
②
患
者
の
動
作
か
ら
の
痛
み
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
③
痛
み
へ
の
積
極
的
な
介
入
を
行

い
ま
し
た
。短
期
集
中
型
の
多
職
種
協
働
ワ
ー

キ
ン
グ
の
活
躍
に
よ
り
、
疼
痛
ス
ケ
ー
ル
の

標
準
化
と
患
者
参
加
型
の
医
療
が
実
現
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

﹁
人
と
地
球
に
や
さ
し
い
、
生
命
を
慈
し
む

医
療
﹂
を
理
念
と
し
、
職
員
一
丸
と
な
り
、

邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も

ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

看
護
部
長

上
野
　
知
昭

（
Ⅱ
部
11
回
生
）

井上明生先生を偲んで
　井上校長は平成３年～閉校の平成９年までの６年間、歴代校長の中では最長の校長でした。冷静沈着・温厚

で、看護教育への関心も高く、信頼できる優しい先生でした。新年会など、ホテルでの食事やコース料理等の静

かな雰囲気の食事会を好まれ、私たちが美味しそうに食べているのを、満足気に眺めておられたことが、懐かし

く思い出されます。山下前校長の意思を引き継ぎ、纐纈学長とともに看護大学設立に向けて尽力され、Ｈ6年に

西日本の私立総合大学初の看護大学が開校しました。大きな喜びを感じたと同時に、母校である看護専門学校の

閉校に淋しさを感じました。井上校長は、私たち教員や最後の29回生が、辛い思いや淋しい思いをしない様にと

色々配慮してくださいました。その思いやり・優しさは今でも忘れられません。先生のご冥福をお祈りいたします。故 井上明生名誉教授
（2019年１月27日没）

田中　みとみ（Ⅰ部４回生）
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平
成
30
年
度
の
同
窓
会
総
会
は
7
月
28
日
ホ

テ
ル
マ
リ
タ
ー
レ
創
世
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
出
席
者
は
１
０
０
名
で
し
た
。
総
会
は
、

中
村
浩
子
さ
ん
（
Ⅰ
部
20
回
生
）、
横
山
敦
子
さ

ん
（
Ⅰ
部
20
回
生
）
の
司
会
に
よ
り
以
下
の
式

次
第
に
そ
っ
て
順
次
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
開
会
の
辞

一
、
黙
祷

一
、
会
長
挨
拶

一
、
現
状
報
告

　
（
１
）
大
学
病
院
・
医
療
セ
ン
タ
ー

　
（
２
）
看
護
学
科

一
、
受
賞
者
紹
介

一
、
議
事

　
（
１
）
庶
務
報
告

①
諸
会
議
報
告

②
活
動
内
容
報
告

　
（
２
）
会
計
決
算
報
告

　
（
３
）
監
査
報
告

　
（
４
）
次
期
事
業
計
画
（
案
）

　
（
５
）
次
期
予
算
（
案
）

　
（
６
）
会
長
・
副
会
長
承
認

　
（
７
）
そ
の
他

一
、
新
役
員
紹
介

一
、
感
謝
状
贈
呈

一
、
旧
役
員
へ
の
謝
辞

一
、
閉
会
の
辞

大
学
病
院
・
医
療
セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い
て

総
会
報
告
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は
、
久
留
米
大
学
病
院
看
護
部
長　

上
野
知
昭

さ
ん
（
Ⅱ
部
11
回
生
）
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

看
護
学
科
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
久
留
米
大
学

医
学
部
看
護
学
科　

三
橋
睦
子
さ
ん
（
Ⅰ
部
11

回
生
）
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

受
賞
者
紹
介
で
は
、
福
岡
県
知
事
賞　

財
津
昌

子
さ
ん
（
Ⅰ
部
12
回
生
）、
福
岡
県
看
護
協
会
会

長
賞　

秋
山
良
子
さ
ん
（
Ⅰ
部
12
回
生
）、
福
岡
県

看
護
協
会
会
長
賞　

坂
本
ひ
ふ
み
さ
ん
（
Ⅰ
部

16
回
生
）、
福
岡
県
看
護
協
会
会
長
賞　

田
中
弘

子
さ
ん
（
Ⅰ
部
18
回
生
）、
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
は
樺
島
結
花
さ
ん
（
Ⅰ
部
19
回
生
）、
山

口
し
の
ぶ
さ
ん（
Ⅰ
部
29
回
生
）に
よ
っ
て
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
会
員
の
皆
様

の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
役
員
改
選
年
度
で
佐
藤
会
長
の
再

任
と
新
役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
会
長

か
ら
新
役
員
紹
介
と
旧
役
員
へ
の
謝
辞
、
長
年

役
員
・
幹
事
を
務
め
ら
れ
た
田
中
み
と
み
副
会

長
（
Ⅰ
部
４
回
生
）、
日
野
節
子
幹
事
（
旧
43
回

生
）、
高
尾
翠
幹
事
（
旧
46
回
生
）
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

書
記　

大
塚
ま
り
子
（
Ⅰ
部
14
回
生
）

　
　
　

築
地
原
幸
子
（
Ⅱ
部
11
回
生
）

水
落　

裕
美
（
学
科
５
回
生
）

会
計　

首
藤　

敏
夫
（
学
科
4
回
生
）

中
山　

由
麻
（
学
科
9
回
生
）

  ― 同窓会役員及び幹事紹介 ―
（2018年度総会後～2020年度総会迄）
名誉顧問	 秋山シスカ	 （33回生）
名誉顧問	 秦　トヨ子	 （45回生）
会長	 佐藤　和美	 （Ⅰ部 ２回生）
副会長	 大塚まり子	 （Ⅰ部14回生）
副会長	 兒玉　尚子	 （Ⅰ部16回生）
書記	 築地原幸子	 （Ⅱ部11回生）
書記	 水落　裕美	 （学科 ５回生）
会計	 首藤　敏夫	 （学科 ４回生）
会計	 松永　紘子	 （学科10回生）
会計監事	 北川　利香	 （Ⅱ部 ８回生）
会計監事	 藤好　貴子	 （学科 １回生）
幹事	 上野　静香	 （Ⅰ部 ３回生）
幹事	 田中みとみ	 （Ⅰ部 ４回生）
幹事	 成富智津子	 （Ⅰ部 ７回生）
幹事	 龍頭　榮子	 （Ⅰ部 ９回生）
幹事	 秋山　良子	 （Ⅰ部12回生）
幹事	 白土佳津子	 （Ⅰ部15回生）
幹事	 井手　純江	 （Ⅰ部20回生）
幹事	 柚木　美紀	 （Ⅰ部24回生）
幹事	 猪島美津子	 （Ⅱ部 ７回生）
幹事	 工藤絵美子	 （学科 ６回生）
幹事	 松本まなみ	 （学科 ９回生）
幹事	 西依　知哉	 （学科15回生）
議長	 樺島　結花	 （Ⅰ部19回生）
議長	 宮原　聖也	 （学科13回生）
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平
成
30
年
度
同
窓
会
総
会
は
、
Ⅰ
部
７
・
20
回
生
、
Ⅱ

部
２
回
生
、
学
科
７
回
生
で
担
当
致
し
ま
し
た
。

ふ
た
ば
編
集
は
Ⅰ
部
20
回
生
の
塗
木
さ
ん
を
中
心
に
活

動
し
、
総
会
運
営
は
学
科
７
回
生
の
岩
橋
さ
ん
達
と
共
に

役
割
を
分
担
し
、
毎
月
慣
れ
な
い
委
員
で
話
し
合
い
を
重

ね
、
役
員
の
方
々
に
助
言
を
頂
き
な
が
ら
計
画
を
進
め
ま

し
た
。
総
会
当
日
は
、Ⅰ
部
７
回
生
と
Ⅱ
部
２
回
生
の
方
々

も
加
わ
り
担
当
回
生
揃
っ
て
朝
早
く
か
ら
準
備
を
す
す
め
、

１
０
０
名
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
た
秦
顧
問
を
は

じ
め
、
入
部
先
生
、
阿
蘇
品
先
生
、
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
頂
き
ま
し
た
。
一
年
ぶ
り
の
懐
か
し
い
再
会
と
語
ら

い
を
楽
し
み
、
学
科
７
回
生
の
進
行
に
よ
る
久
留
米
大
学

創
立
90
周
年
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
や
、
懐
か
し
の
マ
ツ
ケ

ン
サ
ン
バ
ダ
ン
ス
の
披
露
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
青

春
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
な
が
ら
校
歌
を
斉
唱
し
、

瞬
く
間
に
閉
会
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。

担
当
回
生
、
同
窓
会
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援

を
頂
き
、
未
熟
な
私
が
無
事
そ
の
大
役
を
果
た
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
事
、
心
よ
り
感
謝
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
皆
様
の
ご
出
席
を
賜
り
、
同
窓

会
が
ま
す
ま
す
盛
会
な
る
こ
と
を
祈
念
し
な
が
ら
次
年
度

の
担
当
回
生
へ
襷
を
渡
し
ま
す
。

実
行
委
員
長

  

岡
田　

晃
代

   　
（
Ⅰ
部
20
回
生
）

平
成
 30
年
度
の
総
会
を
担
当
し
て
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超
高
齢
少
子
化
社
会
を
見
据
え
た
地
域
包
括
ケ

ア
の
深
化
・
推
進
に
対
応
で
き
る
看
護
師
を
育
成

す
る
た
め
に
１
９
９
６
年
の
看
護
基
礎
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
正
に
よ
り
新
た
に
導
入
さ
れ
た
科
目
で
、

研
究
室
に
は
講
師
の
渡
邉
理
恵
先
生
と
２
名
所
属

し
教
育
と
在
宅
医
療
に
関
わ
る
方
々
と
実
践
・
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
看
護
の
対
象
は
、
年
齢
や
疾
患
、
症
状
別

の
分
類
で
は
な
く
生
活
の
場
で
療
養
し
て
い
る
す

べ
て
の
人
々
で
す
。
ま
た
、
社
会
保
障
制
度
の
運

用
の
中
で
そ
の
地
域
の
資
源
を
有
効
活
用
し
な
が

ら
そ
の
人
に
あ
っ
た
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

か
つ
個
別
性
を
重
視
し
た
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟

に
提
供
す
る
と
い
う
特
色
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
学
生
が
学
ぶ
た
め
、
３
年
次
の
前
期
に
在
宅

看
護
論
の
講
義
、
３
年
次
後
期
に
福
岡
県
筑
後
地

区
や
佐
賀
県
鳥
栖
市
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
て
在
宅
生
活
支
援
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実

習
で
は
、
地
域
で
ご
活
躍
の
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の

ご
指
導
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
在
宅
看

護
の
教
育
・
実
践
・
研
究
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
年
間
を
振
り
返
っ
て
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
充

実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
事
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
入
学
前
の
3
月
か
ら
御
井
キ
ャ
ン
パ
ス
の
硬
式
野

球
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
肩
を
痛
め
思
う
よ
う
に
投
げ
ら
れ

な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
が
、
部
の
方
々
か
ら
の
講
義
や
試

験
へ
の
配
慮
や
、
先
生
方
や
仲
間
、
親
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が

あ
っ
た
お
陰
で
両
立
で
き
、
数
多
く
の
経
験
を
積
む
事
が
で

き
ま
し
た
。

入
職
後
は
辛
い
事
の
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
4
年
間
で
思
い
描
い
た
「
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
心
の
支

え
と
な
る
看
護
師
に
な
る
」
と
い
う
思
い
と
、
支
え
て
頂
い

た
感
謝
を
忘
れ
ず
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
看
護
だ
け
で
な
く
、
人
と
し

て
も
多
く
を
学
ん
だ
4
年
間
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は

思
い
や
り
の
心
や
、
人
と
接
し
、
伝
え
合
う
こ
と
な
ど
、
普

段
の
生
活
の
中
で
も
、
大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ
と
思
う
か
ら

で
す
。
こ
れ
か
ら
、こ
の
学
び
を
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

4
年
間
、
自
分
が
納
得
で
き
る
生
活
を
で
き
た
の
は
、
支

え
て
く
れ
る
友
人
、
先
生
方
、
家
族
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
こ
れ
か
ら
辛
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、
友
人
と
支
え
合
い
、
先
輩
方
に
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
の
思
い
を
か
た

ち
に
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

手
柴　

輝
文

（
学
科
22
回
生
）

小
森　

晴
加

（
学
科
22
回
生
）

在
宅
看
護
学

黒
田　
　

薫

（
学
科
１
回
生
）

平
成
31
年
３
月
20
日
（
水
曜
日
）
み
い
ア
リ
ー

ナ
に
て
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
看
護
学
科
22
回

生
１
１
４
名
が
久
留
米
大
学
医
学
部
看
護
学
科

を
旅
立
ち
ま
し
た
。
在
学
中
は
同
窓
会
の
皆
様

よ
り
、
入
学
式
、
戴
帽
式
、
卒
業
式
な
ど
折
に

触
れ
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
学
生
の
進
路
状
況
は
、
看
護
師
99

名
、
助
産
師
課
程
進
学
８
名
、
未
定
者
７
名
で

し
た
。
久
留
米
大
学
病
院
に
は
、
48
名
が
看
護

師
と
し
て
就
職
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
の
学
生

は
、
地
元
へ
の
就
職
希
望
者
が
多
く
、
九
州
圏

内
へ
の
就
職
者
が
全
体
の
９
割
を
占
め
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
病
院
へ
の
就
職
志
向
が
強
い
傾
向

も
例
年
と
変
わ
ら
ず
、
全
体
の
８
割
強
が
大
学

病
院
へ
就
職
い
た
し
ま
し
た
。
近
年
、
看
護
師

の
就
職
状
況
も
厳
し
さ
を
増
す
中
、
学
業
と
就

職
活
動
の
両
立
に
苦
心
し
な
が
ら
も
健
闘
し
ま

し
た
。

国
家
試
験
の
合
格
状
況
は
、
看
護
師
１
０
９

名
（
９
４
．
８
％
）、保
健
師
45
名
（
１
０
０
％
）

と
、
全
員
合
格
と
い
う
目
標
に
は
達
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
い
ず
れ
も
全
国
平
均
は
上
回
る
結

果
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
卒
業
生
は
、
夢
の
実
現
に
向
け

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
未
熟
な
点
が
多
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
同

窓
会
の
皆
様
に
は
、
卒
業
生
が
良
き
、
社
会
人
、

専
門
職
者
と
し
て
成
長
し
て
い
け
ま
す
よ
う
、

一
層
の
温
か
な
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

看
護
学
科
４
年
生
担
任

桐
明
あ
ゆ
み

学科便り
卒業生の動向

研究室だより：在宅看護学

学生生活を振り返って

黒田助教　渡邉講師
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緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
１
９
９
８
年
８
月
に
12
床
で
開
設
、

２
０
０
９
年
４
月
に
病
院
本
館
西
棟
14
階
に
移
転
し
16
床
に
増
床
、

２
０
１
８
年
に
は
開
設
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
緩
和
ケ
ア
を
取

り
巻
く
医
療
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
開
設
当
初
、
病
棟
の
み
の

機
能
だ
っ
た
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
は
全
て
の
が
ん
患
者
さ
ん
や
そ
の

ご
家
族
等
に
対
し
て
、
診
断
か
ら
よ
り
迅
速
か
つ
適
切
な
緩
和
ケ

ア
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
に
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
、
緩
和

ケ
ア
外
来
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
統
括
す
る
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と

し
て
役
割
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
私
は
２
０
１
２
年
よ
り
緩
和
ケ
ア

病
棟
に
勤
務
し
、「
患
者
さ
ん
と
家
族
が
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
支
援
し
ま
す
」
の
病
棟
理
念
に
基
づ
き
、
重
い
病
を
抱
え
る
患

者
さ
ん
と
ご
家
族
が
、
よ
り
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
の
病
院
機
能
評
価
（
付
加

機
能
：
緩
和
ケ
ア
機
能
）
で
は
、
優
れ
た
医
療
環
境
を
備
え
、
緩

和
ケ
ア
専
門
医
師
と
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
な
ど
を
中
心
と
し
た

チ
ー
ム
医
療
に
永
年
熱
心
に
取
り
組
み
、
水
準
以
上
か
つ
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
医
療
が
行
わ
れ
て
い
る
と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
私
は

こ
れ
か
ら
も
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
「
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
来
ら

れ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
を
励
み
に
、
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が

社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
、
質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

久
留
米
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
30
年
10
月
か
ら 

が
ん

看
護
・
心
不
全
・
ス
キ
ン
ケ
ア
・
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
４
分
野
の
看
護
外

来
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

が
ん
看
護
外
来
に
お
い
て
は
、
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
が
治
療

に
関
す
る
疑
問
や
不
安
等
の
ご
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

身
体
の
痛
み
や
こ
こ
ろ
の
つ
ら
さ
を
軽
減
す
る
方
法
な
ど
を
一
緒
に

考
え
て
い
ま
す
。

心
不
全
看
護
外
来
に
お
い
て
は
、
心
不
全
の
症
状
や
増
悪
を
予

防
す
る
方
法
に
つ
い
て
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
キ
ン
ケ
ア
・
フ
ッ
ト
ケ
ア
看
護
外
来
に
お
い
て
は
、
足
・
皮
膚

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
処
置
（
足
浴
・
爪
切
り
・
角
質
ケ

ア
）
や
ケ
ア
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
療
養
生
活
上
の
相
談
を

お
受
け
し
、
患
者
さ
ん
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
外
来
で

す
の
で
、
当
院
に
通
院
中
ま
た

は
入
院
中
の
患
者
さ
ん
ま
た

は
ご
家
族
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
受
診
で
き
ま
す
。
４
分
野

と
も
看
護
外
来
は
、
完
全
予

約
制
で
す
。
ご
予
約
は
、
受
診

さ
れ
る
診
療
科
の
医
師
ま
た

は
看
護
師
へ
ご
依
頼
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

上
田　

真
理
子 

（
Ⅰ
部
15
回
生
）

　

伊
藤　

裕
子 

（
Ⅰ
部
26
回
生
）

久留米大学病院 緩和ケアセンター 20周年

久留米大学 医療センター 看護外来開設
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平
成
30
年
６
月
23
、
24
日
に
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
第
23
回

日
本
老
年
看
護
学
会
「
つ
な
ぐ
・
つ
く
る
・
つ
た
え
る 

老
年
看
護

の
創
出 
―
よ
り
豊
か
に
生
き
る
こ
と
を
支
え
合
う
―
」
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
九
州
初
の
開
催
で
参
加
者
約
２
０
０
０
人
、
１
９
３
題

の
発
表
演
題
、
特
別
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
よ
り
、
認
知
症

の
人
へ
の
早
期
対
応
や
地
域
支
援
体
制
、
高
齢
者
ケ
ア
技
術
、
専

門
看
護
師
の
活
動
等
の
活
動
成
果
の
発
表
な
ど
熱
心
な
論
議
が
交

わ
さ
れ
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
国
に
発
信
で
き
ま
し
た
。
臨
床
美

術
や
回
想
法
の
Ｗ
Ｓ
、
多
職
種
で
の
取
り
組
み
等
が
紹
介
さ
れ
、

ま
た
、
懇
親
会
で
も
学
生
に
よ
る
絣
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も
好
評

で
、
開
催
者
と
開
催
地
が
一
体
と
な
っ
た
パ
ワ
ー
を
感
じ
た
と
の
感

想
も
頂
き
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
同
窓
会
の

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
の
賜
と
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

私
の
在
職
最
後
の
年
に
久
留
米
で

学
会
を
開
催
で
き
、
関
係
者
の
皆

様
の
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
老
年
看
護
の

教
育
・
実
践
・
研
究
を
次
の
世
代

に
伝
え
、
未
来
へ
発
展
さ
せ
る
よ

う
、
後
輩
に
繋
い
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

平
成
30
年
、
久
留
米
大
学
の
創
立
90
周
年
の
記
念
の
年
に
定
年

退
職
し
ま
し
て
、
時
間
に
追
わ
れ
な
い
ゆ
っ
く
り
と
し
た
日
々
を
過

ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
何
だ
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ
、

自
分
自
身
の
健
康
へ
の
関
心
と
社
会
貢
献
に
興
味
を
持
ち
、
日
本

健
康
マ
ス
タ
ー
検
定
（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
認
定
）
を
取
得
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
自
分
は
何
歳
ま
で
生
き
る
か
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
で
き
る
限
り
長
く
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮

ら
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
自
身
の
体
は
自
分
が
主
体
的
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ふ
と
し
た
ご
縁
で
、
私
は
現
在
一
般
社
団
法
人
健
康
生
活
推
進

機
構
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
健
康
マ
ス
タ
ー
検
定
で
す

が
、
今
年
の
２
月
に
第
５
回
検
定
試
験
を
初
め
て
久
留
米
大
学
御

井
学
舎
で
開
催
し
ま
し
た
。
年
２
回
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
皆
さ
ん

も
是
非
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
ま
で
40
年
余
り
久
留
米
大
学
で
仕
事
を
し
て
培
っ
た
知
識
、

経
験
、
人
脈
を
活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
不
思
議
な
ご
縁
で
わ
く

わ
く
す
る
出
会
い
、
発
見
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
現
在
高
良
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
で
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
島　

洋
子

（
Ⅰ
部
７
回
生
）

　

井
上　

久
子

（
Ⅰ
部
11
回
生
）

日本老年看護学会第23回学術集会開催報告

日本健康マスター検定との出会い
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関屋　京子
（Ⅰ部13回生）

平
成
28
年
３
月
に
大
学
病
院
を
退
職
し
、
現
在
の

病
院
に
転
職
し
て
早
く
も
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

自
分
の
家
族
介
護
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
地
域
の
病

院
や
地
域
医
療
、
訪
問
看
護
等
に
興
味
を
持
っ
て
の

転
職
で
し
た
。
当
院
は
、
救
急
告
示
病
院
で
〝
断
ら

な
い
医
療
〞
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
救
急
か
ら
在
宅
看
取

り
ま
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
看
護
の
対
象
は
、

入
院
患
者
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
の
皆
様
で
す
。
そ

こ
で
看
護
部
の
理
念
は 

〝
地
域
住
民
の
方
々
に
寄
り

添
い
、
護
れ
る
誇
り
を
も
っ
て
信
頼
さ
れ
る
看
護
を

提
供
す
る
〞
と
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
に
密
着
し

た
活
動
と
し
て
、
私
自
身
も
健
康
講
座
（
出
前
講
座
）

の
た
め
公
民
館
に
出
向
き
高
齢
者
対
象
に
講
演
を
行

う
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
事
を
経
験
せ
て
い
た
だ
き
、

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
病
床
は
患
者
の
も
の
、
市
民
の
も
の
と
い
う
考
え

の
も
と
、
地
域
の
住
民
の
皆
様
方
を
護
る
こ
と
に
誇

り
を
感
じ
つ
つ
仕
事
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
13
回
生
は
、
今
年
度
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
卒

業
生
の
多
く
は
久
留
米
大
学
病
院
を
離
れ
、
様
々
な

場
所
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
還
暦
後
も
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
こ
の
会
誌
で
仲
間
の
仕
事
を
知
り
、
１

人
で
も
「
頑
張
ろ
う
。」
と
思
っ
て
頂
け
る
と
あ
り

が
た
い
で
す
。

田中　洋子
（Ⅱ部３回生）

皆
様
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
久
留
米
大
学
病
院
を
退
職
後
、
嘱
託
職

員
と
し
て
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー
に
て
勤
務
し
て
い

ま
す
。

18
歳
で
脳
神
経
外
科
に
入
職
し
、
当
初
は
右
も

左
も
わ
か
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
当
時
の
師
長
や

先
輩
看
護
師
等
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
現
在
も
看

護
師
と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
が
ん

患
者
と
接
す
る
こ
と
が
多
く
、
が
ん
看
護
に
興
味

を
持
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
久
留
米
大
学
病
院
に

て
「
が
ん
・
集
学
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
２
期
生
と
し
て
、
院
内
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
ナ
ー

ス
の
認
定
を
い
た
だ
き
活
動
し
ま
し
た
。
年
３
回

の
事
例
検
討
会
で
は
、
様
々
な
施
設
の
看
護
師
や

他
職
種
の
方
と
活
発
な
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
現
在
の
が
ん
患
者
や
家

族
と
の
関
わ
り
の
中
で
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

田代　明美
（Ⅰ部25回生）

私
は
、
平
成
５
年
度
に
久
留
米
大
学
病
院
に
就

職
し
、
現
在
は
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
看
護
師

26
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
周
囲
の
多
く
の
方
々
に
支
え
て
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
す
。

約
１
年
前
に
車
が
横
転
す
る
ほ
ど
の
交
通
事
故

を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
車
は
全
損
し
ま
し

た
が
、
奇
跡
的
に
私
自
身
は
か
す
り
傷
で
し
た
。

こ
こ
で
改
め
て
生
か
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
を
考
え

ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
親
よ
り
先
に
死
ん
で
は
い
け

な
い
。」「
自
分
の
役
割
を
果
た
す
。」
と
い
う
こ
と

で
す
。
私
の
役
割
は
、
母
親
、
娘
、
妻
、
嫁
、
看

護
師
、
が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師
、
地
域

の
人
、
友
達
、
妹
で
す
。
こ
の
役
割
を
果
た
す
た

め
に
は
、
ま
ず
健
康
が
大
切
で
す
。
運
動
不
足
を

自
覚
し
、
毎
日
縄
跳
び
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
心
に
残
っ
て
い
る
恩
師
の
言
葉
に
「
積
み
重

ね
が
で
き
る
人
に
な
り
な
さ
い
。」「
丁
寧
に
心
を

込
め
て
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
々
に
失
敗
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
と
い
う
時
間
を
大
切
に

し
て
自
分
の
役
割
を
心
を
込
め
て
果
た
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

イキイキ同窓生だより
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中川　真理子
（学科21回生）

梅原　優子
（学科９回生）

入
職
し
て
も
う
す
ぐ
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
入
職
す
る
前
は
関
東
と
い
う
知
ら
な
い
土

地
で
初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
と
い
う
初

め
て
の
こ
と
が
重
な
っ
て
と
て
も
不
安
で
し
た
。

ま
た
、
希
望
し
て
入
っ
た
と
は
い
え
手
術
室
と
い

う
特
殊
な
環
境
で
働
い
て
い
け
る
の
か
と
い
う
不

安
も
あ
り
ま
し
た
。
手
術
室
に
入
職
し
た
同
期
は

16
人
で
病
院
の
中
で
も
最
も
多
い
部
署
で
し
た
。

同
期
が
多
い
分
、
心
強
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
最
初
の
頃
は
、
同
期
と
比
べ

て
自
分
は
全
然
で
き
て
い
な
い
と
落
ち
こ
む
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
ん
な
時
は
先
輩

に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た

り
し
て
乗
り
こ
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
休
日
は

同
期
と
ご
飯
に
行
っ
た
り
遊
び
に
行
っ
た
り
し
て

ス
ト
レ
ス
発
散
を
し
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
２
年
目
に
な
り
後
輩
も
入
っ
て
く
る

の
で
、
今
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

クラス会便り

私
た
ち
は
卒
業
当
初
は
12
月
12
日
に
同
窓
会

を
行
い
53
名
中
37
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
次
第
に

参
加
者
の
顔
触
れ
は
固
定
し
て
き
て
、
近
年
は
２

年
に
１
回
の
間
隔
で
年
末
の
多
忙
期
を
避
け
、
11

月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
ク
ラ
ス
会
で
は

還
暦
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、
赤
い
も
の
を
身
に

つ
け
て
の
約
束
の
元
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
に
集
合
し

ま
し
た
。
久
大
線
復
旧
で
大
分
か
ら
列
車
で
来
る

者
、
鹿
児
島
か
ら
着
物
姿
で
車
を
運
転
し
て
く
る

者
な
ど
ク
ラ
ス
会
に
対
す
る
思
い
は
熱
い
で
す
。

残
念
な
が
ら
卒
業
生
全
員
で
還
暦
を
迎
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
様
々
な
人
生
の
ド
ラ

マ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
気
持
ち
は
看
護
学

生
の
ま
ま
で
、
○
○
ち
ゃ
ん
と
呼
び
か
け
ら
れ
た

な
ら
ば
、
一
気
に
若
か
り
し
20
代
に
戻
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

あ
の
日
か
ら
時
間
が
矢

の
よ
う
に
過
ぎ
、
ま
だ
大

学
に
在
籍
し
て
い
た
仲
間

の
多
く
は
、
こ
の
春
39
年

の
久
留
米
大
学
看
護
師
と

し
て
の
生
活
に
ピ
リ
オ
ド

を
打
ち
ま
す
。

次
の
ク
ラ
ス
会
で
は
、

し
ば
ら
く
顔
を
見
て
い
な

い
あ
な
た
の
参
加
を
待
っ

て
い
ま
す
。

私
は
医
療
機
関
で
臨
床
経
験
を
積
ん
だ
後
、
福

岡
空
港
検
疫
所
で
検
疫
官(

看
護
師)

と
し
て
勤
務

し
て
い
ま
す
。
検
疫
所
に
は
、
現
在
百
数
十
名
の

看
護
師
が
在
籍
し
て
お
り
、
全
国
の
海
港
や
空
港

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
検
疫
官
は
、
海
外
で
発
生
し
て
い
る
感

染
症
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、
サ
ー
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
等
に
よ
り
健
康
状
態
を
確
認
し
、
感
染
症
が

疑
わ
れ
る
方
の
検
査
対
応
や
、
体
調
が
優
れ
な
い

方
へ
の
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、

渡
航
前
の
予
防
接
種
や
、
帰
国
後
に
体
調
を
崩
し

た
方
か
ら
の
電
話
相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

健
康
相
談
で
は
、
外
国
の
方
や
、
乳
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
様
々
な
方
が
対
象
と
な
る
た
め
、
看
護

師
と
し
て
様
々
な
情
報
か
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行

い
、
臨
床
で
の
経
験
を
活
か
せ
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
で
は
国
内
に
は
見
ら
れ
な

い
様
々
な
感
染
症
が
あ
り
、
流
行
状
況
は
日
々
変

化
し
て
い
ま
す
の
で
、
最
新
の
情
報
を
入
手
し
、

専
門
的
な
情
報
を
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
提

供
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ⅰ
部
12
回
生

澤
水　

幸
子
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同
窓
会
の
皆
様
に
ご
助
力
を

賜
り
、
無
事
に
ふ
た
ば
26
号
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

多
く
の
同
窓
生
に
お
読
み
い
た

だ
き
、
ふ
た
ば
に
寄
せ
ら
れ
た

方
々
の
思
い
が
皆
様
の
更
な
る

力
に
な
る
こ
と
を
、
編
集
員
一

同
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。    

編
集
委
員
一
同

田
中　

洋
子
（
Ⅱ
部
３
回
生
）

丸
山　

紀
子
（
Ⅰ
部
21
回
生
）

白
水
由
美
香
（
Ⅰ
部
21
回
生
）

黒
川　

真
樹
（
Ⅰ
部
21
回
生
）

立
石
麻
梨
子
（
学
科
８
回
生
）

大
塚　

直
美
（
学
科
８
回
生
）

編
集
委
員

■日　時　2019年７月27日（土）
■総　会　10：00～ 11：00
■親特別講演　11：00～ 12：20
　テーマ    「いきいき健康に楽しく過ごすために」
　講　師　福岡県立大学人間形成学科　
　　　　　教授　上野行良先生
■懇親会　12：30～ 14：30
　場　所　ホテルマリターレ創世
　　　　　久留米市東櫛原町900
　　　　　TEL 0942-35-3511

2019年度
久留米大学医学部看護学科
同窓会総会のお知らせ

同窓会活動

同窓会事務室案内
場　所：看護学科Ｂ棟（旧専門学校校長室）

住　所：〒830-0003
　　　　久留米市東櫛原町777-1

時　間：月・木９時 ～ 13時まで
　　　　事務代行者待機の曜日と時間
　　　　その他はFAXをご利用ください。

ＴＥＬ：０９４２－３１－７５９０
　　　　　　　　　　（内線 3960）

ＦＡＸ：０９４２－３７－０３２２
ＵＲＬ：  http://nurse.kurume-u.ac.jp/
メール：  kurume_kango_dousoukai@yahoo.co.jp

１． 総会と懇親会の開催（年１回）
２． 代議員会・幹事会・三役会の開催
３． 機関誌「ふたば」発行（年１回）
４． 同窓会名簿の管理
５． 会員・準会員・関係者の慶弔に関すること
６． 看護学科の諸行事に出席・贈花
　　◇入学式、戴帽式、卒業式
　　◇卒業生に記念品贈与
７． 看護学科の学友会への支援
８．その他
　　◇看護学科の主催する学会や研究会への支援
　　◇他学部同窓会との連携

旧18回生	 坊野　美喜	（吉田）	 H30/1/28

旧21回生	 中村トミエ	（藤下）	 H29/11/21

旧21回生	 下川キクヱ	（野田）	 H30/8/12

旧23回生	 中村サダエ	（江島）	 H29/8/3

旧26回生	 大谷　稲見	（岩下）	 H29/11/7

旧33回生	 佐保アキノ	（庄島）	 H30/4/24

旧37回生	 中島　芳江	 	 H29/12/26

旧44回生	 白石　澄子	（水田）	 H29/

　　　　　（この１年間にご連絡を頂いた方です）

担当回生　Ⅰ部８．21回生
　　　　　Ⅱ部３回生、学科８回生

投稿のお願い

  お悔やみ申し上げます（敬称略）

久留米大学医学部看護学科同窓会だより「ふたば」では、同窓生の他方でのご活躍を、
幅広く知っていただきたく、皆様からの自薦・他薦での投稿を心よりお待ちしております。


